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GISを用いた地盤情報データベース化

（その１那覇市地区）

大城祐子.原久夫⑰玉寄梨奈子…

ThegroundinfbrmationdatabaseusｉｎｇＧＩＳ

（ThedistrictinNahaOityz）

ＹＵｋｏＯＳＨＩＲＯ．，HisaoHARA･奮andRinakolYAMAYOSE-

Abstract

SoilandGeotechnologylaboratoryhaveworkedgmundinlbmnationdataｂａｓｅｏｆ
ＯｋｉｎａｗａＰ１℃fbcturesmcetennumberyearB,anduntilnowhistmyi8descmFibed・

Geographicinfbrmationsystem(GmS)isnoticedmtheinBideWherethecomputeIization
advancesrecenUy：ThegroundinfbrmationdatabaseusingGISdidtheNahaCitywhere
thereweremostmuchdocumentacquisitionthistime.(l182figuresoilboringlog）

TheprocessfbrthedatabasewasbrienydeBcribed,andtheoumuteq[amp1ewaB8hown
CharacteristicsoftherepresentativeBtratawhichappearBaBemmpIeoftheutUiiyof
madedatabaseintheNahaCityandlayerthicknesBanddistributionBituationofthe

alluvialdepsit,theRyukyugroupandtheShimajiriigroupweredescribed、
KeyWOrds:gruundinfbmqationdatabase,geograPhicinfmmationByBtem,NahaCity；

Anuvialdepsit,Ryukyugroup,Shimajiriigroup

うになった．ＧＩＳは空間データ（地図）と非空間デ
ータ（統計資料）を統合し，空間的な検索・解析・

表示を行うシステムと定義されており⑩，地盤情報
データベースを取り扱う場合非常に有効であると考

える．

本論文は，これまでの地盤情報データベース作成
の経緯を紹介し，資料収集の最も多い那覇市におけ
る１１８２の柱状図について，ＧＩＳを用いた地盤情報
データベースの作成およびその利用例として，那覇

市域における沖積層・琉球層群・島尻層群の分布5）
o)7)などについて述べる．今回地盤情報データベー

スを構築するにあたって，ＧＩＳを用いたことで地図

上からの検索，視覚的な表示・分析が容易にできる
ようになった．

1．まえがき

地盤調査は，各種梢造物を設計・施工することに先
立って行われ，その結果は地盤調査報告書としてまと

められるが，当初の目的が完了した後に再度利用され
ることは少ない．これら地盤情報を収集・整理し，一

括管理できれば，今後行われる各種建設工事調査計画
だけでなく，地盤工学研究や地域防災など幅広い活用
が可能であると考えられる.土質･地盤工学研究室では，
過去１０数年にわたって沖縄県における地盤情報の収

集とそのデータベース化に取り組んできた．1)8)3）
（1989年～1997年：土質柱状図5077本）

近年，様々な分野で情報化・ネットワーク化が進
んでいるなかで，地理情報システム（ＧＩＳ：

GeographicInibrmation印stem）が注目されるよ

受理：2000年６月２６日
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ａ地盤精報データベースの作成2．既往の研究

3.1作成方法8)9）
データベース作成の作業手順を簡単に述べる．

（１）ベースマップの作成

地形図（国土地理院：1/25,000）ｍ)を画像データと

してＧＩＳソフトに取り込み座標を与えることで,以降

行う作業のベースとなる地図が作成され，同じ座標系

をもつデータがこの地図と重なる．

（２）ボーリング位置図の作成（図－１，２）

用いたＧＩＳソフトでは,直接汎用ソフトのファイ

ルを使用することができる．まず，汎用ソフトで、

ナンバー（通し番号）とそれに対応している緯庇．経

腿甚標を入力する．ＧＩＳソフトで編集をすることによ

って，ボーリング位置を配置することができる．（１）

に（２）を重ね合わせることで，ボーリング位置図が

作成される．

（３）柱状図データベースの作成（図-3）

それぞれの土質柱状図をもとに,ＩＤナンバー(通

し番号)・地図番号（沖縄全島地形図１/25000:国土地

理院)・ボーリング番号･孔内水位（柱状図に記載され

ている水位)・標高・掘削深さ・沖積層層厚．沖積層基

盤標高・琉球層群層厚・琉球層群基盤標高．島尻層群

岩相・島尻層群風化層厚の以上１２項目で，柱状図デ

ータベースを作成した．

（４）柱状図への関連付け（図-4）

著者らは，ボーリング柱状図に記載されている多

くの地盤情報をできるだけ把握できるよう柱状図

をスキャナーで読み取っている．ＧＩＳソフトの機能に

沖縄県における地盤情報の収集とそのデータベース
化に関する研究をこれまで，石垣ら，佐久田ら，大城
らが行っている．（1989年～1998年）

石垣らは，’)その対象範囲を那覇市とその周辺地域

にしぼり，地盤情報データベースを作成している．

（834柱状図）情報内容は，ＸＹ座標，標高，土質柱

状図およびＮ値図である土質柱状図名による検索や

地点検索，その他検索システムと，ある地点で任意の

Ｎ値となる標高を予測するシステムを構築している．

佐久田らは，２)その対象範囲を先島諸島を含む沖縄

全域に広げ地盤悩報データベースを作成している．

（1766柱状図)検索方法は土質柱状図番号,市町村名

で行い，土質柱状図とＮ値一覧表を出力する．佐久田

らの研究の特徴として，連続出力機能がある，これは

土質柱状図またはＮ値図を最大８本まで横並びに連続

出力するシステムで，これによりその地域の地質断面

を概略的に把握することが可能である．

大城らの研究では，８)引き続き対象範囲を沖縄県全

域とし，土質柱状図データを新たに３３１１本加えた．

大城らの研究の特徴は，調査位圃図と柱状図原図をス

キャナで読み取ったことである．これにより，Ｎ値，

土質名，観察記事などより多くの情報を得ることがで

きる．

表－１は，収集した沖縄県における各市町柵Uの土

質柱状図本数一覧表である．本論文では，これら既存

資料をもとにＧＩＳソフトを用いて那覇市における地

盤情報データベース（1182柱状図）の作成を行った．

表１市町村別土質柱状図数

、UhU轍 犬倒閣
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より，これら土質柱状図（画像ファイル）と地図上の

ボーリング地点とを関連付けすることで，ＧＩＳソフト

I:で直接ｔ質柱状図を容易に確認することができる．

3.2出力例

ここでは，ＧＩＳソフトを用いて１

－タベースの出力例の図を戯せる，

ソフトを用いて作成した地盤情報デ

牙ﾖﾕⅢ

図－１那覇市におけるボーリング位避図（全体図）

脈

＆ ‐`屡冨：
鱈i園田同画商.

鰯！
漣愈埋

図２ボーリング位置図（拡大図）
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図８柱状図データ表示例

図－４柱状図表示例
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4.地盤情報データベースの利用例 層厚の厚い沖積層が多くみられる．最も厚いところで

は30ｍ以上にも達する

作成したデータベースより那瑚市の地賞は,沖積層，

琉球噸群，島尻層群などが主で，代表的な層の順序は

上位より，①ilI微屑，琉球層群，島尻層群（31.5％）

②沖積厨，島尻層群（68.5％）となっている．また，

ＧＩＳソフトの主題図作成機能を利用して，那覇市にお

ける沖積厨，琉球層群，島尻廟群などの分布状況や層

厚などの特性を述べる．

4.2琉球層群

洪積世（更新世）に堆積したサンゴ礁堆積物のうち，

主要なものを琉球石灰岩と呼んでいるが，その風化砕

屑層，砂質層および残積±も含める．皿)画

那覇市において，琉球層群が現れる柱状図３７３を対

象に，その層厚の平均（ｍ＝11.5ｍ）と標準偏差（｡

=10.0ｍ）をもとめ，用いたＧＩＳソフトの主題図作成

機能により層厚が薄い（▲；0.1ｍ-1.5ｍ)，平均(・；

1.5ｍ-22ｍ)，厚い（●；２２ｍ-60ｍ)の３レンジに

わけて層厚図を作成した．（図-6）

この図より，琉球層群の現れない地域，空白地が存

在することがわかる．これは琉球層群が那覇市の限ら

れた場所,港町から山下町までの西海岸沿いと,楚辺・

棚11,安謝・天久，首里に存在していることを表して

いる．また，那覇市の西海岸沿いに層厚の厚い層が多

く現れるのに対し，内部陸ではほとんど現曰れない．と

くに，西海岸沿いでは，海岸線に近づくほど層厚が厚

くなる傾向が見られる．

４．１１''1積厨

ｉｔｌ１俄厨は，一万年前よりも新しく堆積した地層であ

るが，ここでは，盛土・埋土・道路の路床路盤などの

人工ｔ屑はすべて沖積層に含めた．

U1lMil巾における沖積層の層厚の平均（ｍ＝5.19ｍ）

と標fl(ｉ偏差（０＝5,08ｍ）をもとめ主題図作成機能に

より層厚が薄い（▲；0m～0.11m)，平均（◆；0.11ｍ

～10.27m)，厚い（⑯；10.27m～31m）の３レンジにわ

けて層厚図を作成した．（図-5）

この図から,その層厚の多くは平均の厚さであるが，

特に)||沿い（例えば国場川沿い）および西海岸沿いに

図６５沖積層層厚図
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分される．それぞれ，新里タブ，島尻層泥岩，島尻層

砂岩または小禄砂岩とよぱれ異質である．那覇市にお
4.3島尻層群

第３紀中新世から鮮新世にかけての海成堆積物で，
沖縄島中南部地域に分布し全層厚は2000ｍ以上もあ
り，一般的に上位より新里層，与那原層，那覇層に区

いては新里層は現れない．ｕ)型）

図－６琉球層群層厚図

～器月EdAk.:§:全く蝿.～:白悪占心■色鐸鯉
口画申込

図－７２３尻層群岩相図
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層厚図を作成した．この図より，島尻層群の風化層は現
れないまたは層厚が0.2ｍ～3ｍの層が多いことがわか

る．（約93％；ただしその他を除く）図－９は島尻層群上

面深度の等深度図で，那覇市の内陸部に位圏する首里方

面では島尻層が現れる深度は浅く，西海岸沿いは20ｍ～

60ｍとその深度は深くなっている．ここで，図－８，９の

その他(○)とは，島尻層群に達するまで掘削をしていな

図－７，８，９は用いたＧＩＳソフトの主題図作成機能に
より作成した図である．以下，棚単に説明をしていく．

図－７は鮎尻層群の岩相図である．この図より，泥岩(・）
は那鰯市の広域に分布しているが，砂岩（▲）は現れる

地j或と現ｵLない地域とがある．図－８は島尻)ii群の風化層
l1ilJX1で（Ｎ＜２０を風化領域とした)，その層厚の平均(ｍ
＝1.74ｍ）と標準偏差（｡＝1.55ｍ）をもとめ，風化層が

XIとれない(★)層厚が薄い(▲;0.1ｍ-0.2ｍ)，平均(、；

0.2ｍ-3.3ｍ)，彫い(◆；3.3ｍ-11ｍ)の４レンジにわけて

いボーリングのことである．

図Ｂ島尻層群風化厨厚図

図９島尻屑群上面深度の等深度図
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コンサルタント（株)，梶谷エンジニア（槻，協和建

設＝ンサルタント（株)，久米土質設計(株)，大東エン

ジニアリング（株)，中央建設コンサルタント（株)，

東京ソイルリサーチ（株)，日興建設コンサルタント

（株)，日本公営（株)，パシフイックコンサルタンツ

（株）（五十音順）以上１６社のコンサルタントより側

重なボーリング資料を提供して頂きました．ここに各

コンサルタントの方々に心より謝意を表します．

有限会社モアイ，琉球大学非常勤識師の渡辺康,避

氏には，御指導と御協力をいただきました．心より感

謝の意を表します．

5.まとめ

ＧＩＳを用いた那覇市における地盤情報データベース

化を行った．ＧＩＳを用いたことで，従来の文字や数字
の情報を中心としたデータベースの検索や分析だけで

はなく，地図情報と結びつけた視覚的な検討・分析・

表示が可能となった．

また，作成したデータベースをもとに使用したＧＩＳ
ソフトの主題図作成機能利用し，那覇市域に現れる代

表的な地廟，沖積鬮・琉球層群・島尻屑群についてそ

の分布状況，鬮厚，岩相などの特性を視覚的に表示し

た．これより以下の特性がみられた．

①沖積臓の多くは平均5.19ｍの厚さで琉球厨群・励
尻層鮮を翻っているが，西海岸沿いと)１１沿い（国

場川沿いなど）にその層厚が厚いところがみられ

る．

②琉球層群は那覇市の限られた場所（西海岸沿いお

よび首里方面）に存在し，その層厚は西海岸沿い

の方が首里方面より厚い特に，西海岸沿いにお

いては海岸線に近づくほど層厚が厚くなる傾向が

見られた．

③島尻層泥岩は那覇市の広域に分布しているのに対

し，島尻層砂岩は那覇市の小禄地域，小禄地域か

ら北東方向を中心に現れる．また，島尻層群が現

れる深度は西海岸沿いおよび国場川沿いを除いて

は10ｍ以浅であった．

本論文では那覇市のみの紹介であったが，今現在そ

の対象範囲を広げている段階で，最終的には沖縄県全

域のＧＩＳを用いた地盤情報データベース化を行う予

定である．このことは沖縄島全体の地盤特性を把握す

る上で大変意味を持つこと，また作成したデータベー

スを利用して地質工学的および土質工学的特性を把握

することができると考える．

今後の課題として,標準貫入試験結果の数値情報化，

対象地域の拡大，地盤情報の収集・管理体制の整備な

どがあげられる．また〆データベース的機能，表示な

どから進んだ利用も必要となってくるだろうとおもわ

れる．

なお使用したＧＩＳソフトはMaplnfbPrDfbBsional

である．MPInfbPmfbssi･nalはＭ叩InfbCorpora‐
tionnoの登録商標である）
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